
2007年1月、常陽銀行は、お客様ニーズへの

対応力強化とシステムコストの削減のため他

の地方銀行と進めていた地銀共同化システム

を稼動させ、その上でインターネットバンキン

グサービス「アクセスジェイ」のサービスを拡

充した。地銀共同化システムは、サーバなどは

センター内に地銀ごとに独立して構成するため、

システム構築の自由度が比較的高く、個別のニー

ズを組み込めるようになっている。 

「共同化システム移行後は、インターネットで

のオンライン申し込みのほか、定期預金や外

貨預金などへとサービスメニューをさらに拡

充しました。また、画面構成の最適化や操作

性の向上も図っています」と語るのは個人事

業部ダイレクトバンキンググループ調査役の

関敦志氏。セキュリティ対策の強化も推進施

策として進められたと言う。 

 

 

 

 

ログインパスワードと乱数表による2要素認証、

Webサイトによる安全なインターネットバン

キング利用の啓発など、セキュリティ対策に力

を入れてきた常陽銀行が今一番気になるのが

成りすましだ。犯罪者が契約者に成りすます

ためには、本人認証をクリアするＩＤやパスワー

ドなどの認証情報を盗まなければならない。

その主な手段は2つ。スパイウェアやウイルス

を使って盗み出す、あるいは、フィッシングによっ

て本人に教えさせることだ。システム部開発

運用グループ調査役の鈴木雅典氏は「犯罪

者から見ると、スパイウェアやウイルスをばら

まいて認証情報を盗むのは効率が悪い。そ

の点フィッシングはピンポイントで特定の

Webサイトの利用者が狙い撃ちされるので

非常に怖い」と言う。 

 

 

 

 

フィッシングを防ぐのは簡単ではない。それは、

利用者が自分で意識して、ひっかからないよう

にしなくてはならないからだ。サイトごとに信

頼済サイトとしてIPアドレスを登録しておくの

は、利用者にとってわずらわしい作業だ。また、

目的のWebサイトにアクセスするたびに、開

いたページのURLを確認する手法では、正し

いWebサイトかを見分けるのは非常に困難だ。

「フィッシング対策は利用者に依存する場合が

多いのですが、PhishWallのクライアント用ソ

フトは無料で、利用者が一度インストールする

だけで他に手間はかかりません。そこが一番

大きいところだと思います。インターネット上

のどのWebサイトに行っても、ブラウザ上に緑

のシグナルが出ているかぎり、お客様は騙さ

れる心配がありません」（関氏）。 

インターネットバンキングのフィッシング対策ソリューションは 
お客様にとって手間がかからず、わかりやすいことが重要。 
 

地域の発展に確固たる足跡を残している株式会社常陽銀行では、2007年1月、地銀

共同化システム稼動を機にインターネットバンキングの24時間サービスを開始。そし

て同年6月、お客様にフィッシング詐欺を未然に防いでいただけるよう、セキュアブレイ

ンのフィッシング対策ソリューション「PhishWall Server」を導入した。 

お客様が接続したWebページが常陽銀行の真正なインターネットバンキングサイトで

ある場合、ブラウザ上に緑のシグナルを表示するので、お客様はひと目で本物のWeb

サイトであることがわかる。最新OSのWindows Vistaまで、お客様PCの動作環境を

広く保証していることも大きな決め手になったと言う。 

PhishWall Server（フィッシュウォール・サーバ） 
導 入事例  

導入企業 

株式会社常陽銀行 
●設立：1935年7月30日 

●資本金：851億円 

●従業員数：3494名 
（2007年3月31日現在） 

●本社所在地： 
茨城県水戸市南町2丁目5番5号 

●事業内容： 
預金業務、貸出業務、外国為替業務、 
証券業務、信託代理業務 

導入概要 

●導入ソフトウェア 
フィッシング詐欺対策ソリューション： 
PhishWall Server（セキュアブレイン） 

●サイト規模（アクセスジェイ） 
約200ページ 

●月間ログイン数 
約55,000回 

●登録会員数 
約5万人 

●プロジェクト期間 
検討約2ヶ月間（2007年1～2月） 
導入/テスト/稼働まで約10日間 

株式会社常陽銀行 

 

SecureBrain PhishWallとは 
PhishWallは、顧客が接続したホームページが本物であるかどう

かをチェックして、その安全性を顧客のブラウザ上に表示するシ

ステムです。 

企業がPhishWall Serverを導入すると、自社のWebサーバの

安全性を顧客のブラウザ上に「緑」のシグナルで表示することが

でき、顧客は一目でそのホームページが本物だと分かり、安心し

てインターネットを利用できます。  

自社のWebサーバが「本物」である事を顧客に対して証明でき、

信頼を高めることができる画期的なフィッシング詐欺対策です。 

今年1月、地銀共同化システムを稼動 
充実したインターネットバンキングを実現 
 

セキュリティ対策に力を入れていても 
標的にされると怖いフィッシング 
 

巧妙に偽装されたフィッシングを 
簡単に防止できるようにしたい 
 

PhishWall対応のWebサーバ 
 

ユーザ 

PhishWall対応のホームページにアクセスすると 
ツールバーに「緑」のシグナルを表示 




